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護保険 43、障害手帳 12、生保 5だった。福祉サー
ビス導入件数は、訪問看護 19、ヘルパー・介護用
品各 15、往診 8、だった。継続する医療ケア件数は、
経管栄養 10、気管切開 7、点滴 6、ストマ・酸素吸
入各 4、だった。院内の総転院数は 67名で支援患
者の転院はそのうちの 28.36%だった。
【考察】　退院支援依頼は緊急入院の高齢者の割合が
高く、対象者が多い救命救急科や老年科等の 6科で
MSWも参加した定期的退院検討会を行っている
が、今後、実施部署拡大も検討したい。支援内容は
医療ケアより療養先や転院先の選定が多く、高齢化・
核家族化を反映した介護力不足から、介護保険を利
用して療養体制を構築するケースが多い。転院支援
は全転院の 28.36%だが複数施設との調整が必要な
困難ケースが多い。支援患者の平均在院日数は全患
者平均の 3.5倍である。依頼までの平均日数は約 9
日だが、3日以内に依頼され早期に退院支援が開始
されたケースも約 4割あり、シート使用の一定の効
果もあると思われる。今回の調査結果を踏まえ、今
後も退院支援体制整備と業務の効率化を図っていき
たい。
P2-29.
椎間板性腰痛に関する基礎的研究のレビュー
（社会人大学院 1年整形外科学）
○依藤麻紀子
（整形外科学）
　遠藤　健司、澤地　恭昇、小坂　泰一
　山本　謙吾
　椎間板性腰痛を含む腰痛は、厚生労働省の平成
22年国民生活基礎調査での有訴率は男女合わせて
第一位、また 45歳以下の就業不能原因の第一位で、
患者の QOL低下に加え、社会的・経済的損失が大
きい疾患である。特に慢性腰痛では、非ステロイド
性抗炎症薬 （NSAIDs）等による疼痛緩和効果が得
られず治療に難渋する例も多い。その背景には腰痛
発症の分子機構が十分に解明されていないことが挙
げられる。
　正常椎間板組織は、中央にアグリカンを含む髄核
とその周囲をコラーゲン線維が同心円状に囲む線維
輪からなり、神経・血管系は線維輪の外部にのみ存
在する。椎間板性腰痛の発症機序は、椎間板の変性
とそれに伴う神経線維の浸潤の二段階と考えられて
いる。第一段階は、椎間板組織の成分が加齢等によ
り合成が低下するのに加え、それらの成分の酵素分
解が促進することにより椎間板が変性することであ
る。第二段階は、変性した椎間板組織に周囲の神経
線維が浸潤することであり、これには神経成長因子
（NGF）が重要な役割を担うと考えられている、実
際には、椎間板の変性があっても 70%以上の人は
無症候性であることから、第二段階の NGF依存的
な神経線維の浸潤の有無が椎間板性腰痛と直接関係
があると考えられる。
　NGFは、神経の成長に関わる増殖因子として発
見されたが、近年では疼痛に対して重要であること
が NGF欠損マウスおよび NGF受容体欠損マウスの
研究等により明らかになり、ヒト椎間板性腰痛にお
いてもその重要性が示されつつある。
　そこで今回、椎間板性腰痛における NGFの役割
および発現調節といった基礎的研究の成果をレ
ビューし、さらに当科で研究している椎間板由来細
胞の NGF発現に対する各種薬剤効果の結果をふま
え、椎間板性腰痛における NGFの重要性、標的分
子としての可能性ならびに既存薬剤の効果を考察す
る。
P2-30.
関節リウマチ滑膜線維芽細胞におけるコリント
ランスポーターの機能解析
（医学部 3年）
○藤井　翔太、山崎　友也
（医学総合研究所）
　稲津　正人、荒谷　聡子、中島　利博
　西岡久寿樹
　コリンは、全ての動物細胞にとって必要な必須栄
養素であり、細胞膜の構成成分であるフォスファチ
ジルコリンやスフィンゴミエリンの前駆体として利
用されている。一方、神経系においては、神経伝達
物質であるアセチルコリンの前駆体として重要な役
割を担っている。最近、癌細胞においてコリン取り
込み機構の活性増加が観察され、細胞増殖との関連
性が注目されている。一方、関節リウマチにおいて
は、TNF-Įや IL-1などの炎症性サイトカインの産
生亢進により、滑膜線維芽細胞の活性化および異常
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増殖が起こることが知られている。そこで我々は、
異常増殖能を有する関節リウマチ滑膜線維芽細胞
（RASFs）におけるコリン取り込み機構を明らかに
し、コリン輸送に関与するコリントランスポーター
の分子的実体を解明することを目的とした。
　RASFsは、時間依存性、濃度依存性および Na+
非依存性のコリン取り込み機構を有していた。これ
らのコリン取り込みは、高親和性と低親和性の 2種
類の取り込み機構から形成されていることが明らか
となった。また、細胞外 pHの低下および有機陽イ
オン系化合物によりコリン取り込みは抑制された。
更に、コリン取り込みを阻害する有機陽イオン系薬
物は、RASFsの細胞死を引き起こし、Caspase-3/7
活性の増大を示した。RASFsは、新規の choline 
transporter-like protein-1（CTL1） お よ び CTL2 の
mRNAが高発現していた。炎症性サイトカインの
一種である TNF-Įを RASFsに作用させるとコリン
取り込みが増大した。
　以上の結果より、RASFsには高親和性の CTL1と
低親和性の CTL2のコリントランスポーターが発現
しており、コリン取り込み作用は、コリン/H+交換
輸送によるものであると考えられた。また、RASFs
におけるコリン取り込みを阻害すると、アポトーシ
スによる細胞死が誘導された。従って、CTL1およ
び CTL2は、RASFsに高発現し滑膜細胞の異常増殖
に関与していることが示唆された。
P2-31.
日本人の大腿骨オフセットに関する X線学的検
討
（社会人大学院 3年整形外科学）
○高松太一郎
（整形外科学）
　宍戸　孝明、青木　真哉、立岩　俊之
　正岡　利紀、山本　謙吾
【目的】　人工股関節全置換術（以下、THA）にお
いて femoral offset（以下、FO）の減少は、外転筋
力の低下、骨性インピンジメント増大、人工関節耐
摩耗の低下、THA脱臼率増加等に影響することが
報告されている。片側性の変形性股関節症（股関節
症）では、対側（健側）の FOをメルクマークとす
ることができるが、両側性の場合では、術前に適正
な FO値の判断が困難である。そこで今回我々は、
健常股関節における FO値を計測し骨盤形態の計測
値から適正な FO値を推計できるかどうかを検討し
た。
【方法】　当院で 2009年 1月から 12月に脊椎疾患に
て手術を施行した症例の骨盤仰臥位単純 X線正面
像を計測した。臼蓋形成不全（sharp角 45°以下、
CE角 20°以下）や関節症性変化（関節裂隙の狭小化、
骨棘形成など）を認める症例は除外した。78例 78
関節を対象とした。年齢平均 60.3±19歳（18～85
歳）、男性 44例女性 29例、身長 162.9±10.1 cm、
体重 63.9±10.6 Kgであった。FO値は大腿骨骨軸と
骨頭中心との距離で計測し、骨盤形態の計測は横軸
の指標として涙痕間距離、骨盤腔横径、骨盤幅、骨
頭外偏距離、縦軸の指標として骨頭上偏距離、骨盤
腔縦径を計測した。
【結果】　FO値は男性（M）女性（F）男女合計（T）
の順に、M ; 35.8±5.9 mm、F ; 32.0±4.9 mm、T ; 34.3
±5.8 mm、外転筋レバーアームM ; 57.6±5.6 mm、F ; 
52.0±6.6 mm、T55.3±6.6 mm、涙根間距離、M ; 121.1
±6.9 mm、F ; 127.5±8.6 mm、T ; 123.6±8.2 mm、
骨頭外偏距離 M ; 38.0±3.5 mm、F ; 33.4±3.0mm、
T ; 36.2±4.0 mm、骨頭上偏距離M ; 15.3±3.3 mm、
F ; 15.0±4.4 mm、T ; 15.2±3.8 mmで計測値のバラ
つきが大きかった。涙痕間距離と FO及び外転筋レ
バーアームには相関関係を認めた。骨頭上偏距離、
骨盤腔縦径と FO値には相関関係を認めなかった。
【考察】　FO値は症例によりバラつきが大きいため、
術前計画では個々の症例に応じた検討が必要であ
り、特に両側の股関節症では涙痕間距離が FO値の
指標の一つになる可能性が示唆された。
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